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第 9(10)回運営会議議事概要(1/5) 

議事項目 第 9 回福島・毛馬管内運
営会議 
平成 22 年 2 月 16 日(火)
14:00～17:00 
OMM ビル 13F 河川環境管
理財団会議室 

第 9 回枚方管内運営会議
平成 22 年 2 月 22 日(月)
14:00～17:00 
中央流域センター2F多目
的ホール 

第 10 回高槻・山崎(大阪)
管内運営会議 
平成 22 年 2 月 23 日 
14:00～17:00 
中央流域センター2F多目
的ホール 

第 9 回伏見桂川山崎(京都)
管内運営会議 
平成 22 年 2 月 25 日 
14:00～16:30 
上流域センター2F 会議室

第 9 回木津川管内運営会
議 
平成 22 年 2 月 24 日 
14:00～16:30 
京田辺社会福祉センター
会議室 

 

出席者(代理
および欠席
者数) 

見識者(出席 3、欠席 1)
自治体委員(出席 3、欠席
1)河川ﾚﾝｼﾞｬｰ(出席 8)出
張所(出席 2)事務局(9) 

見識者(出席 3)自治体委
員(出席 2、欠席 2)河川ﾚ
ﾝｼﾞｬｰ(6) 出張所(出席 1
うち代理 1)事務局(6) 

見識者(出席 3)自治体委
員(出席 4 うち代理 2)河
川ﾚﾝｼﾞｬｰ(出席 6)出張所
(出席 2)事務局(8) 

見識者(出席 4、欠席 1)自
治体委員(出席7うち代理
1、欠席 5)河川ﾚﾝｼﾞｬｰ(出
席 8)出張所(出席 3)事務
局(10) 

見識者(出席 2)自治体委
員(出席 6、欠席 2)河川ﾚﾝ
ｼﾞｬｰ(出席 4) 出張所(出
席 1)事務局(7) 

 

会議や活動
の活性化に
関する事項 

 ・自治体委員が会議の中
で積極的に発言して欲
しい。 

・自治体委員が平日にレ
ンジャー活動に参加で
きる企画をしてはどう
か。(事務所) 

・沿川自治体委員からの
発言がいただきたい。

・河川レンジャーはイベ
ントだけでよいか、と
いう問いかけがある。
酒井 R の活動はレンジ
ャー活動の原点のひと
つとして評価できるの
ではないか。 

・運営会議の活性化を含
めて、行政委員のレン
ジャー活動への参加・
招待を考えてはどうか。

・自治体委員としては活
動イベント開催日を把
握したい。メールなど
で情報が欲しい。 

・レンジャー活動で分野
や対象の広がりができ
ている。これは新規レ
ンジャーによる効果で
ある。 

・本会議の委員は、チャ
ンスがあれば、レンジ
ャー活動に参加しては
いかがだろうか。 

・試行とは見習い期間の
ことだろうか。そうす
れば「再任」ではなく
「新任」ではないか。 
・レンジャーとして「再
任」と考えてほしい。(事
務所) 

・自治体の委員には、一
度レンジャー活動の現
場に来てもらいたい。
新年度からよろしくお
願いしたい。 

 
 
 

レンジャー
応募者の増
員に関する
事項 

 ・レンジャーの募集につ
いて今はハードルが高
いのではないか。もう
少し楽な形で入っても
らえないか。必ずしも
オールマイティでなく
てもよいと思う。 

・素質のある人を入れて、
その後で研修してもら
うことがねらいである。
(事務所) 

・新しいレンジャーの推
薦が欲しい。広報誌な
どでの募集をかけては
どうか。 

・レンジャー募集の情報
をどのように伝える
か。とくに水無瀬川沿
川(大阪府管理島本町
域)。 

・現在山崎出張所大阪府
管内にレンジャーがい
ない。どうしても欲し
い。 

・島本町では自治会、各
種団体住民委員会な
どでレンジャー情報を
提供したい。住民のな
かから応募する人がで
てくるのではないか。
 

 ・防災関係に詳しい人が
いない。熱心な人がい
れば、公務員でも将来
的にレンジャーとして
考えてよい。 
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第 9(10)回運営会議議事概要(2/5) 

議事項目 第 9 回福島・毛馬管内運
営会議 

第 9回枚方管内運営会議 第 10 回高槻・山崎(大阪)
管内運営会議 

第 9回伏見桂川山崎(京都)
管内運営会議 

第 9 回木津川管内運営会
議 

参加者の増
員に関する
事項 

 ・企業組織とレンジャー
活動の融合を目指すレ
ンジャー活動を行って
いる。 

・企業との連携のつくり
かたが課題である。 

・最近は、大学の河川ゴ
ミなどの研究ゼミと連
携をとる活動を行って
おり、ゼミ学生さんの
動員が増えている。 

 
 

・レンジャー活動参加者
を増やすことについて
は人手・コストがかか
るので、適正な手段を
考えることが課題であ
る。 

 

・小学校で長期宿泊体験
会が計画されている。
レンジャーとしての取
り組みができないかと
考えている。 

・22 年 2 月 14 日のクリ
ーン作戦は 100 団体
2800 人の参加があっ
た。121 トンのゴミを
回収した。 

・マイリバーウオークで
の愛護会づくりは横大
路地区で結成の気運が
ある。 

・楽しみながらできる防
災訓練ができないか考
えている。 

・濠川のクリーンアップ
は集中的に一時に行う
予定であるが、どちら
か 1ヶ月ずつずらして
はどうか。 
・時期的に参加者が集ま
りやすい学校開放日で
もある。多くの人に意
見を聞きながら進めて
いきたい。 

  

レンジャー
活動の周知
に関する事
項 

・レンジャー活動への参
加者は20年度9000人、
21 年度 17000 人、桂川
クリーン作戦はおおむ
ね 3000 人と、実績はあ
る。 
レンジャー事業そのも
のは、これから求めら
れる社会の方向に沿っ
ている。(事務局) 

・レンジャー活動は自分
で企画し、工夫して開
拓していく力がいる。
会議で承認を受けてス
テップアップしていく
プロセスもある。すぐ
に認知されることは難
しく、継続していくこ
とが大事である。 

・活動に参加してみて始
めてレンジャーという
ものが分かる。口コミ
で広がっていくのでは
ないか。 
・人脈は日頃から大事で
ある。川にとらわれな
くてよい。 

 

 ・河川における危険監視
活動はゼロから出発し
たが、行動をともにし
てくれる人が出てきた
ことは喜ばしい。 

・三島江切り下げ意見交
換会はマナーやルール
の現状を共有化して対
応を考えようというも
のだ。今後うまくまと
めていきたい。 

・ヨシを刈って育て、収
穫する。ヨシを管理し
て大切さを伝える。ヨ
シ焼きは灰害が起きな
いよう配慮している。

・22 年 8 月には出前・押
しかけ講座を予定し、
安全指導の話をしたい。
既存のイベントに30分
程度相乗りしたい。 

・その資料として危険地
点が分かるマップを整
理したい。 

・日頃声掛けしている人
と、「河川利用見守り
隊」をつくり、不法・
迷惑行為をパトロール
したい。 

・島本町域での「見守り
隊」の活動が欲しい。

・6月に予定している土の
うづくり活動では地元
の人の体験談や「水風
船投げ」を予定してい
る。また、10 月には川
と河川の対話をテーマ
に車いすの人を呼び込
む計画がある。いすが
通過した跡に白いライ
ンがつくイベントを考
えている。 

・東高瀬川で菜の花プロ
ジェクトを進めたい。

・「かわみ」の成果をも
とにミニ新聞を計画し
ている。 

・西羽束師川の下流の未
改修区間の「かわみ」
を予定している。 

・濠川の清掃奉仕に参加
したが、ゴミが取りに
くい場所にある。子ど
もさんとともに川遊び
の楽しいところを知っ
ていただきたい。 

・濠川・宇治川下流は平
成 16年からアジサイ・
ユキヤナギの植樹を行
った。府土木事務所は
草刈り作業の際、それ
らの刈り取りをしない
よう配慮してほしい。

・ユース河川レンジャー
とは一過性の活動では
なく、若い人に呼びか
けて、川をテーマに活
動していこうというも
の。現在、数団体に声
掛けしており、まちづ
くりに広げていきたい。

・クリーン作戦のきっか
けは 11 月の環境フェ
スティバルでの他団体
のブース訪問による交
流で「みんなでなにか
やろう」と知恵を出し
合ってはじまった。マ
イリバーウオークにつ
いてもまとめていくう
えで、是非知恵を授け
ていただきたい。 

・府民に話をする機会や、
府民新聞に記事を書く
など、レンジャー活動
のテーマを訴えていき
たい。 

・船からみる淀川は上か
ら川を見るようすとま
ったく違うことが分か
った。 

・河川敷の公園利用者に
川の環境を伝えて、環
境保全のプランづくり
をレンジャーとともに
つくるべきときに来て
いる。コツコツ積み上
げていきたい。 
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第 9(10)回運営会議議事概要(3/5) 

議事項目 第 9 回福島・毛馬管内運
営会議 

第 9回枚方管内運営会議 第 10 回高槻・山崎(大阪)
管内運営会議 

第9回伏見桂川山崎(京都)
管内運営会議 

第 9 回木津川管内運営会
議 

事業連携の
提案に関す
る事項 

 ・出張所長と話し合いな
がら進めていかないと
レンジャーだけの活動
では限界があるのでは
ないか。 

・22 年 2 月に、庭窪の自
治会長から協力の申し
出があった。レンジャ
ーからも積極的に情報
提供していきたい。 

・枚方には 6 つの大学が
ある。大学とのつなが
りはどのように深めて
いるか知りたい。 

・大学とは個人のブログ
でつきあいをしている。
また、ゼミでの研究テ
ーマを情報共有してい
る。 

・なぎさ高校との連携は
他につながっていくの
ではないか。 

・高校での活動は１時間
だけでなく 3時間確保
したい。 

・高校での活動に歴史的
な視点を入れていくの
はどうか。 

・芥川水辺 100 景写真と
ディスカッションの開
催で芥川に係わる気運
ができるのではないか。

・大阪府に地域支援課が
ある。防災の啓発でレ
ンジャーとの連携を図
りたい。 

・以前にレンジャー全員
が一同に会して事業を
やる計画があったが、
その後の進展はいかが
であろうか。 

・8 月末に大塚の河川公園
での防災演習と連携し
て、何か合同で活動で
きるのではないだろう
か。 

・東高瀬川の整備に地域
をどう巻き込んでいく
かが課題である。京都
市としてサポートある
いはフォローしていき
たい。 

・桂川右岸の 3 つの学区
は京都市に編入されて
60 周年を迎えた。水と
密接な取り組み(農業
など)がなされてきた
歴史がある。 

・クリーン作戦はレンジ
ャーが頑張らなくてよ
い。地域の我々(自治
会)自身がやる清掃活
動として、意識的・日
常的にゴミを減らすこ
とが大事だ。 

 

・2 月の木津川展は、三人
のレンジャーの活動の集
大成となった。 

・木津川市観光協会ネッ
トワークには 48 団体が
参加している。各自治体
も同じような取り組みを
やっていただくと、レン
ジャーも参加できるので
はないか。 

・四月の馬坂川花見は聴
覚障害者の誘致や結婚
活動カヌーを実施した
い。 

・親子川の学校は今年度
スクール制にし、定員
40名で親子募集したい。 
・スクール制は有料でも
よいのではないか。参加
賞の授与、テストの実施
など、無償だとやめる人
が出ることも考えられ
る。 

・流れ橋の周辺に川や歴
史の話ができる人がいる
ので、希望者は谷口委員
まで連絡してほしい。 
・流れ橋の歴史は四季彩
館で見られる。 

・11 月末に開催される城
南衛生環境組合のイベ
ントに水槽などの展示を
考えてはどうか。 
 

自治体の支
援に関する
事項 

・昨年 9 月「津波・高潮
ステーション」を開設
した。レンジャー活動
の防災拠点として活用
願いたい。参加者 20
～30名であれば事前の
予約により、説明者を
つけたい。 

 ・高槻市として直接でき
ること、スタッフとし
てできることなど相談
して欲しい。窓口にな
る。 

・沿川自治体での窓口の
一本化を進める。 

・三箇牧公民館の利用申
し込み(無料)は 6 ヶ月
～1年前からできるが、
競争が厳しい。 

 

・行政サイドで PR 応援 
体制があればレンジャ
ーも報われるのではな
いか。 

・役所にレンジャーが直
接訪問することは可能
か。(いつでもどうぞ
の声あり) 

・京都市のまちづくり課
長会という会合でレン
ジャー活動のプレゼン
テーションをすること
が考えられる。 

・レンジャーは行政と住
民をつなぐ役割をもつ
ので、各自治体でも積
極的にレンジャーを活
用して欲しい。 

・京都府山城北土木事務
所管理室では、馬坂川
で階段設置の要望に応
える地元協議を考えて
いる。1 箇所程度恒久
施設として考えたい。
レンジャーには協議の
窓口としてお願いした
い。 

・流れ橋の復旧工事は 2
月 22 日から 6 月 15 日
まで行う。工事中の見
学は府土木事務所道路
計画室に申し込んで欲
しい。 

・木津川市から活動場所
としての提案は以下の
とおり。 
(1)一級河川山田川(山
城南)親水公園・・・ 
奈良県区間の堤防天端
道、ファブリダム 
(2)一級河川煤谷川上
流祝園弾薬庫跡防水調
整池・・・水深 60ｃｍ
で乗船体験できる。土
木事務所の許可必要。 
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第 9(10)回運営会議議事概要(4/5) 

議事項目 第 9 回福島・毛馬管内運
営会議 

第 9回枚方管内運営会議 第 10 回高槻・山崎(大阪)
管内運営会議 

第 9回伏見桂川山崎(京都)
管内運営会議 

第 9 回木津川管内運営会
議 

活動で困っ
たこと、ある
いは改善す
べき事項 

・現在の活動に参加者が
集まりにくい。今後は
淡水魚や川自体を目に
触れるような活動をし
ていきたい。 

 

・自然観察のやり方を整
理して、講師の体力的
負担を軽減したい。 

・整備計画にある、地域
の学校との連携を進め
ていきたい。 

・参加者を増やしたいが、
広報活動ができてない
ので改善したい。 

・活動への参加者が高齢
化しており子どもさん
の参加が少ないので改
善が必要である。 

・河川敷地での意見交流
会は、テントなので寒
さ対策で苦労した。河
原でやるほうがよいと
いう意見があった。 

・河川敷での会議用テン
ト設営は経費がかかる
ことが分かったので、
既設の公共施設を使う
ことを考えていきたい。

 ・野鳥観察会に子どもさ
んの参加が少ない。 

 

ツールに関
する事項 

・レンジャーの身分を明
らかにした名刺などに
より、第三者に認知さ
れているのだろうか。

・活動では腕章・旗を持
つことになっている。

・名刺に写真を入れてい
る。(事務局) 

 

・野外調査の報告書にお
ける、生物の名称の間
違いに注意してほし
い。 

・一言メモの活用は新し
い「気付き」を呼ぶと
思う。自分の行く道が
見えるメモになる。 

・胴長のレンタル費用の
精算はどのようにして
いるか。 

・胴長は河川事務所、寝
屋川水辺クラブほかか
らの借り受けに依存し
ており、レンタル費用
は発生していない。 

 

・活動中のケガなど、保
険について教えてほし
い。 

・イベントに関して保険
に入っている。(事務局)

・ジュニア河川レンジャ
ーでは、京都教育大学
と連携した教材開発を
行い、伏見の洪水模型
をビデオ化した。 

・馬坂川でのイベントで
はボートが立派すぎる
ので、竹を組んで筏を
作ってもよいのではな
いか。 

 

広報に関す
る事項 

・レンジャー活動の認知
度は低いので、自治体
に働きかけて、PR を考
えていく必要がある。
(事務局) 

・淀川区のパンフ「よど
がわ」に、今後発展す
る事業として紹介して
いきたい。誌面の決定
から発行までに 1 ヶ月
かかるので早めに相談
をかけて欲しい。 

・「野鳥カルタ」は希望者
に贈呈している。デー
タのコピーに協力して
くれるパソコンを求め
ている。(出張所が応
諾) 
 

・チラシの作成が不得意
な場合、センターレン
ジャーにお願いすれば
作ってもらえるか。 

・チラシ作成の絵コンテ
は作って欲しい。(セン
ターレンジャー) 

・一回でも参加した人と
のネットワークをどう
作るか。良さを知った
人は再び来やすい。ブ
ログ、メーリングを活
用するレンジャーはす
ごいと思う。 

 

・高槻市は毎月 10 日、25
日に機関誌を発行して
いる。希望者は 1 ヶ月
前に原稿を出して欲し
い。詳細は編集部に聞
いて欲しい。 

・高槻市ケーブル TV での
広報チャンネルを活用
して周知する部門があ
る。レンジャー情報を
教えてほしい。 

 

・広告誌の掲載スペース
が不況のあおりを受け
て減少してきており、
レンジャー活動が掲載
してもらえない。 

・2 月の宇治川自然観察
活動は二つの新聞、宇
治面で掲載された。 

・タウン誌「ザ・伏見」
にジュニアレンジャー
活動を掲載された。 

・伏見区民新聞に掲載欄
は考えられないか。(3
月発行は可能との回答
あり) 
 

・河川レンジャーの活動
を知る人は随時調査
4％程度で、認知度が足
らない。 

・京都府地域力プロジェ
クトの助成により福
井・田中レンジャーと
やましろ里山の会が作
成した下敷きの紹介。
1000 枚作成。 

淀川の今後
に関する事
項 

・淀川に国立公園第 4種、
例「みおつくし国立公園」
を誘致してほしい。 

・明治 18 年洪水碑の移設
は 22 年 3 月の予定。郵
便屋の碑の向かいに設
置される。 

・河川は社会的なインフ
ラであり、生命や財産を
守る。人との関係を含め
て考える必要がある。 
・淀川 100 年の歴史を語
る人が少ない。船下りの
なかで話をするのはどう
か。 

・牧野ワンドの将来の形
について知りたい。 
・樟葉・牧野わんどの整
備はセットで考えていき
たい。(事務所) 

・点野わんどは浅くなっ
ている。大切な活動の場
であるので、水質の話も
合わせて勉強していく必
要がある。 

 ・近畿のツバメは宇治川
のヨシ原に集合する。生
徒だけでなく、先生も観
察を楽しみにしている。

・木津川の水質は 10 年前
の二倍の悪化が見られ
る。 
また、放流したアユが育
っていない。泥(シルト)
が付着し、魚への影響が
見られる。 
木津川の抱える問題が明
らかになった。 
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第 9(10)回運営会議議事概要(5/5) 

議事項目 第 9 回福島・毛馬管内運
営会議 

第 9回枚方管内運営会議 第 10 回高槻・山崎(大阪)
管内運営会議 

第 9回伏見桂川山崎(京都)
管内運営会議 

第 9 回木津川管内運営会
議 

展開計画に
ついて 

・下流部は活動拠点とし
て空白域になってい
る。 

   ・流域で活動できる人が
いない、地元とかかわ
る識見がないなど、応
募の見合わせが続いて
いる。自治体関係で、
バイタリティのある人
がいれば、是非応募し
てほしい。 

外来種につ
いて 

 ・初回の外来種水草除去
は役割分担が不十分で
参加者からの苦情があ
ったが、2 回目は水域
と陸域に分担し、達成
感を得ることができた。

・水中作業は高齢者には
しんどい。若い力の協
力が必要である。 

・回収した水草などを運
搬するボートの借り受
けを大阪府水生生物セ
ンターほかに依頼して
いる。 

・外来水草の効率的な除
去のため、重機の活用、
駆除船(大阪工大開発)
への協力依頼などを考
えたい。 

・外来種など除去物の処
理方法は国が対応すべ
き問題である。 

・土のう袋などを水草回
収用として活用しては
どうか。水切りできる。

・水生植物とはなにか。
今後掘り下げた勉強会
をやりたい。 

・外来種を含めた自然を
考えられないだろうか。

・外来種は全部ダメとい
うわけではないが生態
系をくずすような繁殖
力が問題である。 

  ・木津川にタイワンシジ
ミが普及している。家
庭や飲食店などでの貝
の砂抜きの際に 1mm の
稚貝が流れ出たもの。
過去の変化だけでなく
現在進行中の情報を付
加する。 

 


